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設

苑

λ

ミ
ス
山
植
民
地
取
に
闘
し
て
両
び
矢
内
原
敬
技
に
山
崎
ム

第
二
十
ニ
笹

(
錦
ニ
鵠
一
三
回
)

三
回
A

ス、
1

ス
の
植
民
地
側
同
再
び
矢
内
原
税
授
に
膳
ふ

IU 

本

美

越

乃

本
論
議
前
谷
錦
阿
枕
仁
於

τ、
予
が
首
て
ア
ダ
ム
ユ
ミ

λω
封
州
民
地
策
に
就
き

τ論
説

ιた
る
則
合
矢
内

原
敬
授

ω批
一
詐
せ
ら
れ
た
る
に
劉

Lτ
、
帰
駁
的
り
一
文
「
矢
内
原
敬
授
の
ア
ダ
ム
・
1

ミ
ー

ω梢
民
地
論
eyJ凶
み

て
』
念
日
公
に
し
た
る
に
、
縦
横
山
中
論
集
第
四
谷
第
二
時
怖
に
致
授
は
重
ね
て
「
λ

ミ
ー
の
植
民
論
に
闘
し
て
山
本
博
士

に
答
ふ
』
な
る
一
文
伊
寄
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
守
、
腿
々
之
を
別
刷
ご
し
て
頒
布
さ
れ
た
る
も
の
ご
見
へ
予
に

も
一
部
を
恵
贈
せ
ら
れ
た
、

数
授
り
熱
心
な
る
態
度
は
淘
じ
倣
服
に
堪
へ
内
所
で
あ
る
が
、

併
し
其
の
論
旨
に
は

暗
唱
械
な
が
ら
承
服
し
雛
き
貼
が
砂
(
な
い
、
加
之
、
数
授

ω論
鋒
は
忌
伴
な
〈
之
を
評
せ
ば
佐
々
皮
肉
ピ
「
揚
足

取
り
」
(
激
授

ω
言
に
倣
ふ
)
の
如
言
論
調
に
堕
す
る
が
如
き
戚
を
旭
吾
し
む
る
も
の
ゐ
る
は
、
所
謝
舵
年
血
試
の

致
す
所
な
ら
ん
も
此
の
械
の
率
向
上
の
論
議
仁
は
返
す
が
へ
す
も
残
念
な
る
と
、
乙
で
あ
る
正
問
山
よ
、
夏
に
叉
今
一

つ
の
遺
憾
な
る
鮎
は
予

ω設
に
釣

Lτ
数
授
自
ら
勝
手
な
る
解
秤
を
下

L
、
其
の
解
稗
を
基
礎
ご
し
て
議
論
を
進

め
ら
れ
ん
Z
す
る
風
の
め
る
事
で
ゐ
る
‘
品
臥
仁
議
論
内
要
旨
は
最
早
査
一
一
き
居
札

h
J」
信
中
る
も
叩
臼
且
の
存
す
る
所

を
明
か
に
せ
ん
が
縛
め
に
蕊
に
重
ね
て
一
文
を
草
す
る
一
』
ご
、
し
た
、
誤
解
を
遊
i
る
ご
共
に
致
授
吉
見
解
を
異



仁
せ
る
蹴
を
必
に
明
仰
に
す

ι必
要
k
前
掲
本
論
説

ω
小
論
巾
よ
h
問
題
乙
な
ハ
い
る
付
金
再
び
抄
山
す
る
-
』
己
を

許
さ
れ
た
い
I

C

(ー)

予
が
拙
著
『
制
民
政
策
研
究
』
仁
於
て
「
ゐ
に
む
・
す
み
す
ρ

其
ノ
著
四
四
宙
論
小
一
一
、
欧
洲
近
世
ノ
植
民
ρ

古
代
ノ

希
雌
牌
雌
川
均
等
ノ
植
民
ノ
如
ク
ニ
明
白
ナ
ル
利
害
問
題
ヲ
基
礎
ト
シ
ア
趨
レ
ル
毛
ノ
ユ
非
ズ
、
(
?
)

-E米
利
加

及
両
印
度
品
於
ゲ
ル
欧
洲
ノ
楠
民
ノ
如
キ
毛
必
要
上
ヨ
d

ノ
趨
リ
ノ
戸
戸
-
一
非
メ
、
仮
令
之
ヨ

F
岨
何
b

戸
戸
利
益
ρ

頗
戸

大
ナ
リ
V

ト
』
調
凡
常
初
二
財
カ

w
問
題
-
一
閥
V
7
ρ

明
白
ナ
戸
概
念
ヲ
有
セ
ズ
、
従
ア
之
ヲ
動
機
ト
V
-
プ
植
民

的
ノ
活
動
ヲ
錦
V

タ
U
F

屯
ノ
-
一
非
ズ
ト
一
百
へ
ん
戸
毛
、
五
日
人
ノ
翻
作
所
ρ

尚
一
一
カ
之
ト
異
L
T

リ
(
1
)
、
(
此
の
(
?
)
(
!
)

等
は
矢
内
田
州
議
伎
の
附
し
た
る
も
の
に
し
て
何
の
意
た
る
や
を
解
す
る
に
苦
む
も
姑
〈
其
の
催
時
載
す
土
、
凡

y
国
民
ガ
外
一
一
向
ア
新
タ
ユ
活
動
ヲ
開
始
セ

y
ト
λ

片
-
一
嘗
リ

-
7
ρ

、
必
ズ
ャ
之
ヲ
一
誘
ア
ペ
キ
特
妹
ノ
原
因
ナ
カ

b

F

F

へ
カ
ラ
ズ
、

而

v-y
其
ノ
誘
因
』

一
般
的
-
一
之
ヲ
論
ズ
戸
時
ρ

経
済
的
利
益
ノ
獲
得
活
ク
』
共

ノ
増
進
ケ
貨
-
一
之
が
最
大
原
因
ヲ
成
セ
リ
'
Y
す
み
す
ノ
所
調
近
世
ノ
植
民
一
事
業

F

一
先
鞭
ヲ
着
ゲ
タ
戸
商
釧
牙
硝
萄

牙
繭
図
民
ノ
如
キ
て
北
(
ノ
楠
民
的
活
動
ノ
目
的
ヲ
探
求
セ
バ
主
h
1
V
7
賞
金
属
ノ
蒐
集
及
香
料
ノ
総
入
-
一
存
V

タ
庁
コ
ト
て
植
民
史
上
-
一
於
ケ
ル
編
著
ナ
ル
事
跡
ユ
ジ
ア
一
五
々
L
.

ピ
言
へ
る
に
封
L
、
議
授
は
「
λ

ミ
ス
は
欧

(
払
二
規
一
三
五
)

で
豆
、
ス
白
植
民
地
御
に
闘
し
て
再
び
矢
内
原
教
授
に
雌
ふ

第
二
十
ニ
巷

三
四
九

詑

苑
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(
錦
ニ
畿
一
三
大
)

三
五

O

ス
S

ス
由
杭
民
地
視
に
闘
し
て
再
び
矢
内
原
敬
授
に
臨
ふ

第
二
十
二
審

説

苑

洲
一
泡
世
の
植
民
仁
経
憐
上
山
一
誘
因
を
昧
〈
ご
は
決
し
て
言
は
な
い
、
彼
の
カ
説
せ
る
黄
金
属
の
蒐
集
も
亦
一
山
艦

榔胴上

ω動
機
で
は
な
い
u

か
、
彼
は
た
い

V

そ
の
必
要
よ
b
生
じ
た
必
や
否
や
、
有
盆
な
る
結
川
市
を
生
む
べ
き
動
機
な

る
や
否
ゃ
を
疑
へ
る
の
み
で
あ
る
」
ご
反
駁
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
un予
は
λ

ミ
ス
の
明
言
せ
る
E叶
Z
E
H
2
2
H
三回同
nF

R
自
民

Oロ
丘
同

Z
F
ω
:内
庁
伸
一
何
百
自
同
。
ご
『

o

a同
町
ヨ
ロ
仲
肘
口
司

O司
自
ロ
の

O
-
o
E
E
F
〉
己
主
品
自
内
山
内
『
命
名
目
昨
日

E

E匂

44EHM《
》
門
弘
吉
岡
且

F
2
5
1
m
w円
回
目
内
田

ιEC.ロ
耳
目
岳
民
J
J
}

尻島

ι{耳
n
r
ι
P
O
B
E
F
E
E
H
E
O同
F
2
0
0「
自
の

{mDH

3
 

2
 

の
耳
目
。

za河
o
E
R
.
な
る
何
を
引
用
し
て
、

ラ
ミ
見
は
一
方
仁
於
て
は
明
か
じ
此
の
如
〈
断
言
し
っ
、
、
他
切

場
所
に
於

τは
西
馴
牙
人
等
の
楠
民
的
活
動
の
動
機
は
黄
金
属
を
符
ん
こ
百
仁
在
h
L
t
唱
へ
屑
れ
る
を
以

τ、

賞
金
風
の
蒐
集
Z
云
ふ
が
知
一
一
吉
極
め

τ明
白
な
る

E
H内
「

Z
を
基
礎
ピ

Lτ
近
世
の
植
民
事
業
は
計
輩
せ
ら
れ
た

る
に
、

旦
ミ
月
が
古
代
の
希
臓
羅
師
仰
の
植
民
副
業
を
促
し
た
る

rza科
明
白
な
る
も
の
な

L
Z
一
百
へ
る
は
、

矛
盾
に
非
宇
ん
ば
不
用
意
の
言
で
あ
る
E
詳
し
党
る
に
、
教
授
は
疋
に
之
に
劃
し
て
『
山
本
博
士
は
明
白
な
る
利

害
問
題
を
基
礎
正
し
て
超
れ
る
も
の
に
非
十
ご
誠
ま
る
、
「
利
害
問
題
」
な
る
請
に
重
き
を
置
炉
る
、
こ
ご
は
之
れ

且
ミ
旦
の
読
み
説
・
り
で
ゐ
ら
う
、
若

L
「
明
白
」
の
方
仁
重
き
を
泣
か
れ

τ居
る
な
ら
ば
、
・

月
ミ
ー
が
こ
の
利

盆
の
明
隊
性
を
疑
へ
る

-
-
Z
を
反
駁
し
、
金
銭
獲
得
の
利
盆
が
極
め
て
明
瞭
重
大
な
る
利
益
た
る
所
以
を
論
説
阻
せ

ら
れ
ね
ば
な
ら
肉
、
而
し
て
毛
の
こ
Z
は
敢

τ試
み
ら
れ
心
底
で
あ
る
、
之
れ
(
?
)
め
b
(
1
)
ゐ
h
L
所
以
で
あ

る
い
ピ
論
じ
、
之
に
加
へ
て
『
:
・
・
同
一
人
の
著
遮
た
る
以
上
、
能
ふ
限
・
り
そ
の
矛
盾
撞
着
を
調
和
す
る
こ
ピ
を

融商串論集第三笹h:;凹腕三六頁、
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努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
況
ん
や
矛
盾
な
き
に
矛
盾
呼
ば
は
り
を
さ
れ
て
は
ス
ミ
ス
も
や
り
初
れ
ぬ
で
ゐ
ら
う
、
博
士

は
「
斯
か
る
場
合
仁
強

τλ
ミ
旦
を
鰭
議
せ
ん
ご
す
る
所
よ

b
無
用
の
設
を
弄
ぶ
が
如
き
こ

Z
は
恨
ま
ね
ば
な
ら

ぬ」

Z
私
を
戒
め
て
居
る
が
、
(
山
本
日
く
、
予
は
一
般
的
に
此
〈
言
へ
る
も
の
で
あ
っ
て
決

L
τ
「
数
授
を
戒
め
」

た
る
も
の
で
は
な
い
て
「
ス
ミ
月
」
の
=
一
宇
を
「
自
己
」
の
二
字
に
改
め
て
、
こ
の
文
句
を
博
士
に
返
納
し
た
い
い

7
、

随
分
思
ひ
切
っ
た
る
皮
肉

t
腕
鵡
返
し
の
「
揚
足
取
b
』
に
努
め
て
居
ら
る
、
様
で
あ
る
。
叉
前
掲
予
の
設
中
に
数

授
の
捕
入
せ
ら
れ
た
る
(
?
)
(
!
)
に
付
き
て
、
予
が
其
の
何
の
意
た
る
や
を
解
す
る
に
苔
む
芭
言
へ
る
に
劃
し
て

も
、
数
授
は
「
(
?
)
は
疑
問
を
示
し
(
!
)
は
慨
嘆
若
〈
は
僻
樗
を
ぬ
ら
は
す
符
放
で
あ
る
、
」
正
云
ふ
が
如
、
き
口
調

仁

τ、
恰
も
中
皐
生

ω文
典
の
質
問
仁
て
も
答
ふ
る
が
如
き
態
度
に
て
人
を
魁
仁
し
て
居
ら
品
、
論
調
が
少
〈
な

ぃ
、
予
の
聞
か
ん
ご
せ
る
所
は
唯
前
掲
教
授

ω設
の
最
後
の
一
旬
た
る
「
之
れ
(
?
)
あ

h
J
(
I
)
あ
h
L
所
以
で
あ

る
』
に
け
で
充
分
で
ゐ
っ
て
、
夫
れ
以
外
内
こ
ピ
は
全
然
賛
語
で
ゐ
・
り
冗
熔
で
あ
る
ピ
お
答
へ
し
て
置
く
。

一
見
に
又
予
が
数
授
ニ
そ
λ

ミ
ス
を
精
読
し
て
居
ら
れ
な

U
Z
な
す
重
大
な
る
知
正
し
て
、
教
授
が
「
λ

ミ
R
-以

た
い
V

そ
の
「
必
要
」
よ
り
生
じ
た
る
や
否
や
、
有
盆
な
る
結
果
を
生
む
べ
き
動
機
な
る
や
石
ゃ
を
疑
へ
る
の
み
で
ゐ

る
」
(
前
出
)
ご
言
は
る
、
こ
己
は
、

ス
ミ
ー
の
ま
叶
『
巾

B
E
E
r『
自
由
件
。
同

HFO
開
口
同

O日
υ
2ロ
n
O
]
C
E
E
E
』
自
耳
目
白

EE 
..，..， 
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qzE 
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第
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血
管

(
第
二
掠
一
=
一
七
)

ス
ミ
ス
白
植
民
地
棋
に
闘
し
て
再
び
矢
内
原
敬
援
に
臨
ふ
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E
一

肱

施
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へ
第
二
鵠

一
三
八
}

λEA
白
楠
民
地
視
に
闘
し
て
再
び
先
内
原
被
授
に
胤
ふ
崎
市
二
十
二
容

明
か
な
る
べ
き
を
僅
々
敏
行
内
に
要
設
し
た
る
に
、
北
の
鮎
に
闘
し

τは
何
等
の
緋
明
な
さ
の
み
な
ら
字
、
同
一

設

凋

= 
亙

の
筒
所
よ
h
λ

ミ
ー
の
言
を
引
用
す
る
に
嘗
h
て
も
、
原
文
に
は
(

)
を
以
て
漣
結
せ
る
句
中
山
首
要
な
る
部
分

に
し
て
然
か
も
予
の
問
題
、
己
な
せ
る
、

4
Z
E
Z
E
ω
F
E
E仲
良
同
志
向
号
。
司
自
ロ

no一沿
Z
E
〉
目
立
日
自
己
司
自
H

HE一命祖母、。旬、
¥
v
d
u
h
喜
当
日
E
3
-
1
・
な
る
前
中
T
を
殊

-K
に
切
戸
雌
し
て
引
則
せ
ら
れ
、
却
て
予
を
以
て
「
約
一
民

s
 

を
制
き
L

て
教
授
の
「
言
葉
見
」
を
捉
へ
て
論
議
ゼ
る
も
の
、
如
〈
に
誕
ひ
ら
る
、
も
、
前
掲
数
授
の
言
は
拙
著
「
湘

一一一

O
及
一
一
二
百
の
卑
見
(
前
に
抄
出
)
に
針
す
る
殺
授
の
批
評

ω結
論
を
成
す
も
の
に
し
て
、

民
政
策
研
究
」

予
に
正
り
で
は
極
め
て
重
大
視
す
ぺ
き
駄
な
る
の
み
な
ら
争
、
若
し
一
々
子
ミ
ス
の
原
著
に
就
き

τ封
服
す
る
の

闘
を
有
せ

F
る
諦
者
は
、
数
授
川
り
此
の
言
を
以
て
恰
も
λ

ミ
λ

の
訟
を
如
貨
に
代
表
せ
る
も
の
、
・
如
〈
に
誤
信
す

る
の
腐
れ
な
し
ご
せ
ゴ
る
が
放
に
、
其
の
然
ら

g
る
こ
ど
を
明
か
に
せ
し
迄
ド

τ、
予
は
数
授
が
「
一
言
葉
胤
」
「
揚

足
取
り
」
等
り
漣
俊
を
後
に

L
、
自
己
の
圭
朕
正
之
に
制
到
す
る
反
射
設
ピ
を
今
少

L
〈
冷
静
の
態
度
に
立
も
て
比

較
検
討
さ
れ
ん
-
』
ご
を
望
む
で
止
ま
泊
。

却
説
、
再
び
本
論
に
蹄
り
て
教
授
が
申
見
に
就
き
且
つ
疑
ひ
且
つ
鷲
鰐
せ
ら
れ
た
る
「
五
日
人
ノ
槻
U
F

所
ρ

些

カ
之
(
子
、
ょ
の
詑
)
ト
異
ナ
リ
ノ
」
の
意
義
十
明
hr
に
川
ん
に
、
殺
授
は
「
之
を
蘭
む
者
は

ス
ミ
ス
よ
ち
勝
れ
ム
リ
ピ
す
る
印
象
を
得
る
で
あ
ら
う
」
ご
一
E
A
が
如
き
第
一
戚
よ
h
出
俊

L
て
腐
ら
る
、
が
、
之

山
本
博
士
を
以
て

が
抑
も
激
授
を
し
て
「
(
?
)
ゐ

h
(
!
)
ぬ
ら
し
め
た
る
」
挟
ち
の
本
で
ゐ
っ
て
、
予
自
ら
は
未
に
曾
て
斯
炉
る
考
へ

何
回H
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六
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暁
h
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一
氏

何

回

瞬

間

第
六
、
四
一

巷
一
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二

一
コ
肺
岱
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集
刊
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一
二

三
論
頁
郁
崎
市

倍
率
h
集
容

撒
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串
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を
抱
い
た
ニ
己
は
な
い
、
唯
併
し
一
事
徒
正
し
て
は
必
十

L
も
先
人
の
意
見
に
の
み
盲
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
品
吉

一
五
ム
理
由
は
な
い
ご
言
ふ
-
』
ご
に
り
は
自
覚
し
て
居
る
、
品
肌
仁
前
捕
の
場
合
に
於

τも
予
は
「
吾
人
ノ
視
庁
所
』

些
カ
之
ト
異
ナ
ル
』
こ
ご
を
日
空
一
目
し
た
の
で
あ
る
、
某
の
理
由
は
・

4
U
M
テ
ν
λ

ト

民
端
業
務
明
白
な
る
利
害
問
題
は
な
か
う
た
己
言
明
し
て
居
る
が
、
予
は
古
代
の
植
民
事
業
に
明
白
は
る

ス
ミ
λ

は
近
世
の
椋
民
事
業
仁
は
古
代

ω楠
]
[
回
目
宮
山
・

由
門
が
ゐ
っ
た
ご
せ
ば
近
世
の
植
民
事
業
に
も
少
〈
ご
も
之
に
劣
ら
5
る
桂
の
明
白
な
る
『
ロ
書
官
け
が
あ
っ
た
宣
言

へ
る
正
解
す
る
が
ら
で
あ
る
・
然
る
に
致
授
は
ス
ミ
ス
の
訟
を
耕
明
し
て
日
〈
、
「
楠
民
的
動
機
正

Lτ
追
求
せ
ら

れ
L
特
殊
の
利
盆
は
勿
論
存
在
し
て
居
た
(
山
本
H
〈
‘
此
り
駄
が
限
付
)
が
そ
の
「
利
盆
」
は
一
見
明
隙
何
等
の
疑

を
お
什
せ

F
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
(
山
本
日
〈
、
一
見
明
瞭
何
等
の
疑
を
存
せ

F
る
も
の
で
ゐ
っ
た
て
蓋

L
共

ω

利
徒
た
る
や
金
銀
探
求
に
ゐ

hJ
、
而
し
て
・
:
・

。。。。。

本
日
〈
、
蓋
i
以
下
は
ス
ミ
ー
の
批
評
に
し
て
近
世
の
植
民
事
業
山
計
識
者
等
の
心
事
に
非
宇
、
近
世

ω植
民
事

一瓦々
」

こ
り
こ
ご
は
ス
ミ
ス
に
取
h
て
は
「
他
人
内
事
」
で
ゐ
っ
た
、
(
山

業
の
計
章
者
等
は
飽
迄
貴
金
風
の
蒐
作
却
を
以
て
重
大
な
る

E
5
2ご
主
骨
へ
て
活
動
L
た
も
の
で
あ
る
)
・

吉
、
諺
に
悶
ム
に
落
も
宇
し
て
談
る
に
落
つ
古
制
ム
ニ
Z

M

Y

ゐ
る
が
・
品
棋
授
内
此
吋
稗
明
守
」
手
、
予

ω
ス
ミ
ス
の
説

に
反
射
す
る
論
爆
を
盆
々
強
む
る
も
山
り
で
あ
っ

τ、
「
植
民

ω
動
機
ご
し
℃
追
求
せ
ら
れ
し
特
殊
り
利
盆
は
勿
論
ぶ

什
忙
し
て
庇
た
』
己
叶
ス
ミ
ス

ω
訟
に
似
到
す
る
仰
欄
押
さ
へ
放
授
に
於
C
承
d

川
げ
ら
る
れ
ば
そ
れ
に
て
充
分
で
め
る
、

何
ご
な
れ
ば
、
近
枇
叫
杭
民
胡
業
合
計
主
せ
る
者
以
ス
ミ
ス
に
非
千
し
て
西
山
川
牙
人
及
術
術
牙
人
で
ゐ
る
、
故
仁

設

苑

スミ
λ

由
航
民
地
糊
に
凶
1
て
内
刊
日
先
内
原
敬
授
に
肱
ム

(
弟
二
雄
一
三
九
)

部
二
十
一
谷

三
百
三

経済事論集第四苦第二腕二一七頁、



詑

苑

λ

ミ
ス
由
植
民
地
翻
に
闘
し
て
再
び
先
内
胤
敬
授
に
臨
ふ

第
二
十
二
容

(
都
ニ
蛾
一
回

O
)

三
五
回

英
の
計
輩
者
た
る
商
班
牙
人
及
葡
萄
牙
人
が
彼
等
の
計
査
に
就
き
て
彼
等
自
ら
黄
金
属
を
得
ん
ど
す
る
「
明
瞭
且

顕
著
」
(
Z
E
E
ι
ι
E
E
E
)
な
る
目
的
又
は
動
機
を
有
せ
ば
、
北
(
の
植
民
事
業
に
は
明
白
な
る

E
R
E円
が
あ
っ

た
芭
言
ひ
得
る
か
ら
で
ゐ
る
、
役
人
之
を
以
て
齢
者
ピ
峨
ひ
賢
者
正
評
す
る
も
、
そ
は
近
世
の
植
民
事
業
の
討
費

者
等
的
関
知
す
る
所
で
は
な
レ
、
自
ら
近
世
の
航
民
事
業
の
計
査
者
た
ら

e
さ
る
守
-
ミ
見
が
之
を
評
し
て
「
川
邸
入
の

車
市
」
ご
な
す
は
凪
よ
ら
自
由
化
る
べ
き
も
、
立
(
の
計
費
者
等
の
動
機
に
迄
立
入
b
彼
等
の
活
動
に
は
古
代
の
植
民

的
活
動
程
明
白
な
る
同
三

mBH
の
存
せ

F
h
L
如
〈
に
評
す
る
は
、
過
ぎ
た
る
も
の

t
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
此
〈

言
へ
ば
或
は
致
授
は
今
、
λ

は
近
世
の
植
民
事
業
の
計
輩
者
等
の
動
機
仁
迄
立
入
h
て
批
評
し
た
も
の
で
は
な

い
ヘ
唯
局
外
者
ぜ
し
て
観
察
し
て
彼
等
的
活
動
に
は
古
代
の
夫
れ
の
如
(
に
明
白
な
る
『
可
月
島
が
あ
っ
た
正
調

へ
な
い
ご
批
判
し
た
迄
で
ゐ
る
古
反
駁
さ
る
、
か
も
剣
山
ド
凶
が
、
然
ら
ば
予
は
之
じ
胞
へ
て
未
に
経
糖
思
想
的
幼

稚
な
ふ
リ
仁
近
世
の
初
期
の
時
代
に
於
り
る
杭
民
謝
業
内
計
査
者
等
に
は
、
黄
金
属
の
蒐
集
な
る
こ
ど
は
(
月
ミ
且

に
は
僻
A

ザ
「
品
川
人
の
事
」
己
見
ゆ
る
ご
も
)
古
代
の
組
民
事
業
の
計
査
の
誘
因
芭
な
・

9
L
E
q
Z
に
劣
ら
ゴ
る
「
明

瞭
顕
著
」
な
る
宮
町
円
。
伯
仲
で
あ
っ
た
己
評
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
、
現
に
ス
ミ
ス
も
事
の
賢
必
善
悪
の
批
評
叫

之
を
別
Z
し
て
、
近
世
の
植
民
事
業
は
貴
令
嵐
の
蒐
集
共
の
一
大
原
因
を
成
せ
る
ニ
ピ
を
認
め

τ居
る
で
は
な
い

か
、
隣
に
J
4
を
認
め
て
居
る
以
上
は
、

λ

ミ
月
自
身
に
は
愚
者
の
事
Z
思
は
る
、
ピ
も
、
常
時
の
植
民
事
業
の
計

章
者
等
は
明
白
な
る
利
害
問
題
を
心
仁
音
量
て
業
の
活
動
を
匁

L
た
る
も
の
で
あ
る
ぜ
一
五
ム
事

rり
は
之
を
認
む



ぺ
き
筈
で

b
晶
、
是
れ
予
の
「
五
回
人
ノ
削
酬
と
肋
ρ

些
カ
之
ト
回
調
ナ
リ
」
ご
一
五
ふ
所
以
で
あ
る
。

此
の
如
〈
に
解
す
る
予
は
数
授

ω「
利
害
問
題
」
な
る
諸
に
重
、
喝
さ
を
泣
(
正
か
、
「
明
白
』
な
る
語
に
重
き
を
置
〈

ぜ
か
云
ふ
が
如
き
、
恰
も
中
学
生
的
文
法
唱
す
ひ
の
如
言
論
争
以
抑
も
末
で
ゐ
る
ご
信
す
る
者
で
あ
っ

τ、
俄
h
に

数
授
的
訟
の
如
(
に
『
明
白
」
な
る
語
仁
重
き
を
置
〈
ピ
も
、
予
の
λ

ミ
λ

E

「
蹴
b
F

所
ヲ
回
時
三
こ
る
貼
に
は
比
一
万

相
逮
を
来
冗
舌
な
い
の
で
あ
る
。

若
し
ス
ミ
λ

が
叶
FOHロ件。片品作名目
M
r
F
O
R
E一。白色

F
m
守
伊
丹
自
庄
内

E
O
P
H
O同
岳
O
且

H
q
2
8再
開
口
吉
明
。
白

E
-
o白山田

町
〉
目
。
岡
山
2

8
牛

岳

ω
4
4
2
H
E巳一
2
・
s
a
旬
、
見
守
邑
Q
R
K

札
口
口
書
~
民
同
r
E
4司氏。『己目
-RZι

門

r
o
a
Z
E
B
}
H
E
m
p円

。
『
昏
。
旬
。
広
告
の
目
。
誌
の
『
monoEι

同

OEO-
町
、
民
示
、
百
H
A
3礼
、
込
え
日

E
E
H
H
b、、岬里見
h
A日刊

A
冶
司

h
。h
h

言
、

包
む
ザ
耳
、
見
、
き
昔
、
語
、
。

R
N
A
N
W
1
5
E
-
ご
言
ひ
し
な
ら
ば
、
予
は
之
に
謝
し
て
別
仁
言
ふ
べ
き
こ
ご
を
も
た

同
刷
、
併
し
子
、
、
ス
は
此
〈
一
吉
田
っ
て
居
ら
ぬ
の
で
ゐ
る
、
是
札
予
の
蹴
る
所

ω些
か
四
時
な
h
，
ご
す
る
所
以
で
あ
る
o

序
に
惑
に
一
一
言
し

τ詑
き
た
い
こ
ピ
は
、
教
授
が
痢
掲
λ

ミ
ス
の
原
句
の
誇
文
を
一
軍
吉
る
、
に
嘗
h
「
古
代

希
脱
〔
過
剰
人
口
排
出
〕
及
羅
馬
円
貧
民
へ
の
土
地
分
奥
〕
」
ピ
態
々
括
跡
内
に
其
の
楠
民
的
活
動

ω派
閥
動
機
会

限
定
し

τ居
ら
る
、
様
で
あ
る
が
、
専
門
的
凶
研
究
者
に
非
5
る
一
般
浪
者
が
之
を
見
ば
.
希
雌
の
植
民
的
の

活
動
は
「
池
剰
人
口
の
排
出
』
が
其
の
原
因
で
あ
り
・
騨
相
馬
の
拙
畑
氏
的

ω活
動
は
「
貧
民
へ
の
土
地
分
興
」

ωみ
が

共
の
原
因
で
あ
ち

L
か
の
如
〈
に
速
断
す
る
か
も
知
れ
泊
が
、
者

L
此
〈
了
解
L
た
な
ら
ば
之
は
大
な
る
説
b

(
体
ニ
鶴
一
四
一
V

号
事
ス
由
植
民
地
翻
に
刷
し
て
再
び
矢
内
原
品
私
設
に
聴
ふ

第
二
十
二
谷

重E

三
五
五

量生

純情苧諭集第開巻第二就第二一七百、1) 



ft~ 

披

P自
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五
六

第
二
イ
一
容

説

必

lIi 

)幽ス
11ほミ

1"= '.': 
にl10
11 ii 
f!1i強
制 酬

匝月 lこ

司~i 胤
!雌土
-，~:/ ... 

?一巳 ~It
IH)'I' Ts 
V) 先

制i 13 
民 説
的特
()) ;，i:"， 

{百五
勤
と

共

ω
盟
卜
一
た

h
l
雅
典
的
杭
民
的

ω活
川
則
正

で
ゐ
る

に
夫
れ
ぞ
れ
異
な
れ
る
特
色
・
胤
凶
が
め
り
、

叉
雑
川
町
川
代
的
杭
民
的
り
活
動
に
も
凡
平
間
同
的
別
が
あ
h
、
此

の
誕
別
じ
従
ふ
て
夫
れ
ぞ
れ
い
特
色
原
凶
r
凶出り

t
居
っ
た

此
凶
事
に
剛

L
て
以
抑
若
「
州
民
政
策
研
究
」
二

O

一
氏
以
下
仁
述
べ
此
け
る
を
以
て
蕊
に
は
細
説

L
な
レ
が
、

唯
専
門
的
的
研
究
者
仁
非
F
る
一
般
読
者
に
少
し
で

も
税
制
肝
を
拠
へ
て
は
な
ら
ぬ

Zω
婆
心
よ
り
、
此

ω
好
機
曾
に
一
言
附
加
し
て
位
〈
攻
策
で
ゐ
る
o

国

E
q
氏
も
比
五
山
り
若

E
E
u
z
q
c「
明

8
2
0
E
n
叶

Vocmrべ
・
巾
に
・

λ

の
思
想
に
は
屡
々
矛
盾

ω存
す
る
こ
吉
を
述
べ
居
れ
る
を
引

m
lた
る
に
、
数
授
は
斯
か
る
貼
仁
至
る
迄
丁
事

真
に
叉
予
が
前
凶
山
り
小
論
に
於

τ

よ夜

、、

に
も
「
ρ
-
7
!
の
言
葉
は
何
等
特
殊
的
場
合
を
皐
一
不
廿
~
F
る
一
般
的
批
一
静
で
あ
っ
て
、
今
問
姻
正
な
れ
る
蜘
が
矛

盾

ω
一
一
例
で
あ
る
・
と
し
て
居
る
濡
で
は
な
い
、
之
を
以
て
矛
盾

ω
一
例
な
み
ど
は
会
〈
山
本
博
士
自
身
的
責
任
に

於
て
主
張
せ
ら
る
、
蕗
で
ゐ
る
]
吉
山
反
射
的

ω意
見
を
附
加
し
て
居
ら
る
¥
故
に
之
に
劃
し
て
予
は
一
言
お

答
へ
す
る
義
務
が
あ
る
ご
信
す
る
、
而
し
て
夫
れ
は
唯
一
言
を
以
て
足

h
品、

日
〈
、
予
も
亦
ρ

ニ・
1
氏
が
特
に

今
問
題
ピ
な
れ
る
貼
を
指
摘
し
て
矛
盾
の
一
例
で
あ
る
ど
稀
し
て
居
る
ご

何
蕗
に
も
言
明
し
て
屑
ら
前
向
、

-
氏
の
著
は
「
経
済
思
想
史
」
な
る
一
般
的
の
著
述
で
ゐ
っ
て
、
特
に
ス
ミ
λ

の
悶
宙
論
の
み
を
桝
究
の
劃
品
誕
百
な

し
た
る
書
物
で
は
な
い
、
従
て
期
か
る
細
か
な
る
貼
迄
一
均
例
詩
的
に
引
用
し
て
居
ら
ぬ
こ
正
は
常
然
過
ぎ
る
杭

営
然
の
事
で
あ
る
、
否
晶
闘
に
此
の
貼
の
み
な
ら
宇
予
の
小
論
の
何
れ
の
部
分
に
於
て
も
他
ご
責
任
を
分
た
ん
芯
す

J、

組問論説第二十一容串岡晩四四H、

純白ヰ事論集車四谷第三腕(脚"主)、

1) 

2) 



る
が
知
き
考
へ
は
毛
頭
な
い
¥
偶
々
所
見
を
一
に
す
る
場
合
に
之
を
例
示
す
る
に
過
ぎ
ぬ
、
凡
て
「
予
自
身
の
責

任
に
於

t
主
張
す
る
所
で
ゐ
る
」
か
ら
左
総
了
承
ゐ

b
た
い
。

(ニ)

第
二
の
論
鮒
仁
就
き

τ色
、
本
論
に
入
る
に
先
に
も
数
授
は
「
山
本
博
士
は
一
:

私
の
所
訪
中
本
文
に
封

L

τ多
〈
の
注
意
を
携
は
れ
守
し
て
、
六
枕
活
山
ず
の
(
註
)
に
割

L
全
力
を
訟
が
れ
、

本
文

ω結
論
で
あ
る
か
の
如
〈
に
見
ら
れ

τ居
る
、

之
は
会
正
な
る

批
制
者ー
の
m 
-‘ 
~~王
で

ゐ
ら註
うの
か最
云 4是
々(1)
b(  I '1i) 

E を
、Je.l

先て

づ
第
一
に
反
問
苫
れ
て
居
る
が
、
予
の
本
論
議
第
一
一
十
一
審
第
四
就
に
掲
げ
た
る
小
論
は
、
共
の
宵
邸
に
於
て
明

か
に
「
般
教
授

ω論
文
中
に
「
経
済
論
議
L

に
於
て
公
に
せ
る
卑
見
及
拙
著
「
椛
民
政
策
研
究
」
中
に
J
I

口、

t
r
r
r

v折
甘
い
札
広
三
一
一
一
山
骨
口
幹
ギ
宇
和
川
下
作

v
rめ
問
酢

r
r
r
I
r、
本
論
に
於
て
は
い
士

f
い

で

罫

を
是
等

ω貼
に
限
b
一
再
々
山

t
断
っ
て
ゐ
る
、
教
授
の
会
論
文
宏
批
評
す
る
の
が
予
山
前
掲
小
論

ω目
的
で
は
な

い
¥
唯
卑
見
に
封

L
て
数
授
が
直
接
に
加
へ
も
れ
た
る
批
評
仁
の
み
谷
へ
ん
ご
す
る
の
が
其
の
目
的
で
あ
る
、
而

し
て
早
見
に
謝
し
て
加
へ
ら
れ
た
る
批
評
は
、
悉
〈
六
枕
活
a干
の
(
註
)
に
よ
り
て
の
み
な
苫
れ
て
居
る
、
放
に
予

Z
し

τは
之
を
論
的
ピ
す
る
よ
り
他
仁
詮
が
な
い
で
は
な
い
か
、

疑
ひ
あ
ら
ば
今
一
度
前
掲
小
論
の
冒
頭
を
一
誠

き
れ
た
い
。

話

苑

ス
ミ
ス
の
粧
民
地
翻
に
闘
し
て
凶
び
朱
向
原
敬
投
に
酪
ム

第
二
十
二
巷
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(
第
二
凱

四
回

五
F、

詑

訓』

ス
ミ
ス
由
植
民
地
翻
に
闘
し
て
一
内
び
矢
内
原
教
授
に
臨
L

第
二
十
二
容

却
説
、

第
二
の
問
題
ご
な
れ
る
鮎
に
就
き
て
殺
授
ご
予
の
見
解
の
異
な
る
所
は
、

要
す
る
に
、

放
同
江
は

寸
ス
ミ

月
は
植
民
地

ω占
え
は
的
分
雌

ω場
合
仁
も
自
由
貿
易
の
設
定
を
期
待
し
、

帝
国
的
結
合
の
場
合
に
も
そ
の
積
極
的

利
盆
正
し
て
は
自
由
貿
易

ω設
定
を
換
期
し
た
、
(
楠
民
地
に
よ
る
費
用
負
捻
の
問
題
は
車
に
消
純
的
奴
川
県
を
有
ず

る
の
み
て

そ
れ
以
外
に
何
等
か

ω

彼
は
正
に
も
か
〈
じ
も
白
向
貿
易
的
原
則
を

Mm立
せ
ん
こ
ど
を
要
求
L
花、

植
民
地
領
有

ω
H的
ω達
成
を
主
張
し
た
も
の
で
は
な
い

ω
ご
論
じ
、
予
は
ス
ミ
ス
の
著
書
を
誠
一
時
玩
味
せ
ば
数

授
の
設
は
英
の
一
而
削
仙
川
過
ぎ
ぬ
正
明
ふ
る
貼
に
在
る
、
而
し

τ其
ω
理
由
は
前
掲
本
論
議
の
小
論
に
於

τ比
核

的
長
〈
過
べ
て
泣
い
た
『
然
る
に
之
に
劃
し
て
数
授
は
「
私
は
筆
を
起
し
て
う
司
、
ス
の
推
理
の
跡
を
国
宙
論

ω
7

キ

A

ト
に
よ
h
τ
辿
!
り
、
之
士
総
括
し
て

「
局
面
打
破
せ

5
る
べ
か
ら
宇
・
針
策
如
何
、
植
民
地
放
楽

l
議
品
目
代

表
に
よ
る
帝
国
的
結
冷

i
放
梨
、
か
〈
て
月
三
豆
、
λ

は
自
雪
包

2
a
q
の
形
に
於
て
二
倍
の
解
決
策
を
併
ブ
し
提

起
Lhι
」

Z
私
は
翻
た
]
言
の
前
提
の
下
仁
、

A
E
、、
λ

の
訟
を
要
約
し
て
六
(
ハ
リ
現
在
植
民
地
の
傾
有
よ
b
得
る
所

は
損
失

ωみ
、
引
白
山
伎
的

ω植
民
地
放
出
刷
、
川
此
の
提
案
の
窪
川
…
位
、
川
帝
図
的
結
合
同
比
内
提
案
に
謝
す

る
陣
碍
、
円
右

ω従
業
賞
行
不
可
飽
ご
せ
ば
枯
民
地
放
楽
)
ご
な
し
刊
更
に
可
之
を
要
す
る
に
う
ミ
ス
の
思
索
の
過

程
は
、
:
:
一
局
面
打
破

植
民
地
放
来

l
議
曾
代
表
に
よ
る
帝
図
的
結
合

l
放
楽
、

l
i
l
t、

墨
付
外
如
炉

ピ
私

ω言
っ
た
何
蕗
に
「
澗
断
」
が
ゐ
る
か
〕
さ
喰
つ
τ
h
p

、
、
っ
て
居

ιれ
る
が
、
初
め
て
致
授
の
此
の
論
文
に
接

す
る
説
者
は
、
恐
(
は
予
が
滋
授

ω右
m
w
説
明
を
濁
断
説
ご
な

L
北
る
も
の
、
如
〈
仁
解
せ
ら
る
、
や
も
知

U
Y '-

日傘下以
、

、
頁
頁

頁
七
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る
も
、
省
し
然
り
正
せ
ば
迷
惑
至
極
で
ゐ
つ

τ、
こ
は
全
然
崩
構
の
言
で
あ
る
・
予
は
「
矢
内
原
敬
授
の
、
ス
口
、
J
A

r-r山間都
H
K
M
恥
山
川
ド
昨
士
山
じ
れ
〉

u
r雪
山
小
い
わ
山
品
作
口
仲
宇
佐
小
山
町
一
昨
い
引
げ
山
口
昨
日

rr応
r
ρ
f
f
r
r
m拙

L
た
も
の
で
な
い
ご
一
百
ふ
批
評
は
、
.
制
断
的
り
も
の
で
ゐ
る
以
己
は
越
べ
た
が
、
何
彪
に
「
局
面
打
破
、
・

:
植
民
地
放
楽
、

l
帯
同
的
結
合
、

l
放
一
栄
」
等
り
唱
}
ご
に
就

3
τ
這
は
数
授
り
獅
断
壬
ゐ
る
己
云
ふ
が
如
き
失

言
を
な

L
た
が
、

一
疋
訓
郡
且
品
等
の
列
車
中
川
引
以
ス
ミ
ス

ω説
に

Lτ
殺
授
り
説
に
非

e
さ
る
こ
と
は

凶
討
論
を
一
前

せ
ば
庇
ち
に
明
脱
ご
な
る
べ
き
こ
ぜ
で
ゐ
っ
て
、
議
授
は
唯
之
を
簡
取
に
要
約
し
た
る
に
過
ぎ
ぬ
、
阪
に
殺
授
の

意
見
な
ら
グ
る
ス
ミ
ス

ω
意
見
γ
射
し
て
数
授
に
削
判
断
呼
ば
は
ち
を
匁
!
待
4
う
筈
が
な
い
、
疑
ふ
人
は
前
掲
本

論
議
の
小
論
一

r晶
君
照
さ
れ
に
[
、

予

μ
教
授
が
か
、
る
駄
に
付
吉

τ今
少
し
〈
事
者
的
悦
重

ω限
度
を
持
せ
ら
れ

ん
-
v
Z
を
望
む
。

-
弐
に
殺
授
は
「
λ

ミ
ス
の
結
論
た
る
川
(
山
本
日
〈
、
前
掲
一
教
授
的
要
約
中
の
り
を
指
す
)
を
以

τ山
本
博
士
は

山

高

正

な

L
、
川
(
剛
摘
要
約
中
の
川
)
を
以
て
旦
ミ
エ
終
局
的
意
見
な
り
ご
断
定
し
て
居
る
、

の
推
理

ω似
序
ー
肌
例
に
ゐ
ら
中
し
て
何
ぞ
や
、

之
れ
ス
ミ
ス

ス
ミ
ス
の
如
、
百
散
没
叫
嫌
ひ
あ
る
蒋
古
に
就
き
て
は
方
々

ゐ

s
i
l
l
E
!
ー

;

F

j

点、仏前四

ι山
山
幸
刊

ev
給
付
[
て
そ

ω
思刷出
4
Y
明
か
に
す
る
必
要
が
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
(
山
本
日
〈

此
的
言
数
授
白

ら
闘
は
論
を
誠
h
u

に
常
、
り

τ
山
山
せ
ら
れ
ん
こ
ど
を
)
、

此
の
場
合
に
於

τ博
士
の
取
ら
れ
し
如
き
方
法
は
却
て

λ

ミ
ス
を
説
る
も
の
で
ゐ
b
、

ス
ミ
ス
に
調

L
て
「
十
分
に
忠
震
な
る
も
の

E
一
昌
ふ
を
得
な
い
と
』
思
ふ
、

言止

手巨

ス
ミ
ス
山
植
民
地
邸
に
闘
し
て
叫
び
犬
内
服
敬
授
に
胞
ふ

体
二
十
二
谷

(
ん
二
抗

四
五

三
五
九
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(
第
ニ
挽
一
明
大
)

そ
れ
は
博
士
山
り
主
政
は
旦
ミ
ス
の
お
見
山
字
分
を
M
M
ふ
も
の
に
か
ら
で
ゐ
る
、
云
ιμ

・
一
い
ご
の
語
を
以

τλ
ミ
ー
の

畠と

~" 
ス
ミ
ス
山
制
民
地
翻
に
闘
し
て
刷

V
矢
内
風
教
授
に
肱
ふ

第
二
十
ニ
谷

プミ
O 

制
剖
柏
民
制
策
に
附
す
る
山
十
見
守
釘
批
評
し
て
居
h
る
、
が
、

此
り
附
に
就
き
て
も
亦
予
は
公
平
な
る
批
判
者
た
る
説

者
に
、
数
授
小
川
…
批
耐
知
県
[
τ
予
の
訟
を
的
問
一
一
M
L
て
下
L
h
L
る
も
の
な
る
や
否
や
を
徐
せ
ん
が
品
川
め
に
、
小
論
『
A

ミ
λ

山
針
机
民
制
集
L
に
一
一
軒
を
山
山
へ
ら
れ
い
ん
こ
ど
を
希
出
す
る
、
予
に
謝

L
て「
A

ミ
ー

ω意
見

ω
午
分
を
被
ふ

も

ω」
ピ
訴
せ
ら
る
、
数
叫
世
一
』
去
、
予
的
意
見

ω位
仁
一
小
部
分

ω
み
を
見
て
蛍
ら
さ
る
批
評
を
下
せ
る
も
の
で

め
る
正
一
百
ふ
を
似
ら

ρ
、
数
授

ω枇
討
山
公
平
な
る
批
評
者
山
際
皮
仁
非
5
る
こ
ど
を
訟
せ
ん
が
錦
め
に
、
予
は

前
叩
抑
小
論
中
よ
・
り
某

ω巨
体
説
ピ
な
る
べ
き
部
分
を
煩
を
脈
は
す
し
て
悲
に
抄
出
す
る

ω止
U
な
hc
こ
ビ
、
な
っ

穴
、
子
的
「
ス
ミ

λω
叫
割
柏
民
地
第
L
中
に
は
次

ω順
序
を
以

J

し
次

ω如
〈
に
述
べ
て
ゐ
る
。

「
杭
民
地

ω
似
訂

ω
欧
洲
に
間
引
ヘ
ロ
る

一
般
的
り
利
舗
に
闘
し
ー
は
、

品
叩
月
問
題
山
総
地
な
[
ぜ
離
も
、

作
机
υ
比凶，
r
特
に
自
凶
山
杭
民
地
よ
h
収
め
叫
刊
べ

L
ピ
信
じ
た
る
利
盆
に
付
3
て
は
似
る
攻
犯
を
要
す
ぺ

き
も
り
ゐ
b
、

山
副
市
川
凶
が
植
民
地
を

L
て
戒
は
川
州
防
上

ω
H
的
的
活
め
に
兵
力
企
山
む
さ
し
的
、
或

は
行
政
到
の
一
部
を
角
的
せ
ー
め
ん
ど
試
み
た
る
や
久
L
、
然
山
H

と
も
斯
か
る
計
登
川
町
際
成
功
し
た
る

4
の

は
栃
め
て
稀
に

L
L
、
多
〈
は
北
(
的
希
川
訓
4ewu
現
す
る
一
」
と
能

H
A
V
L
τ
止
め

b
、

迩
臥
の
欧
洲
諸
凶

、.

.
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の
拙
民
地

μ
吋
凶
山
倒
防
上
川
山
川
的

ω
角
的
に
兵
力
を
山
山
に
す
が
如
き
伶
力
を
有
せ
中
、

彼
蛇
す
以

一
朝
有
事
の

日
に
は
白
己

ω防
術
に
す
ら
不
充
分
な
る
兵
力
を
有
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
を
以
て
.

-
此
の
蜘
よ
ら
論
す
る
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昨

u、
欧
洲
諸
M

間
的
杭
民
地
は
川
件
闘
を
弧
か
ら
し
む
る
よ

h
は
事
ん
弱
か
ら
し
む
る
原
凶
正
な
れ
bJ
、

〈
H
Y
E
1
H
H
H

の

E
E
P
〈
。
]
・
戸
日

U
2
)・
叉
行
政
山
目
的
分
捻
に
闘
し
て
は
、

(宅
E
r
r

。
町
民
主
c
p♂
回

r
H
J
J
n
F
4

西
川
牙
及
川
仙
川
向
牙
的
柏
民
地
以
舟
川
間
的
同
町
仰
上
に
も
わ
政
史
的
分
抑
制
上
仁
も
相
静
岡
山
り
貢
献
金
銭

L
た
る
も
、
他

岡
山
植
民
地
じ
於

t
は
似
令
料
公
支
緋
山
U
H
的
を
以
て
机
枕
を
似
献

1
る
も
、

之
よ
り
生
宇
る
牧
入
は
植
民
地

の川
T
M
の
料
費
七
す
ら
倒
ふ
に
足
る
も
仰
は
稀
な
り
、

故
に
斯
か
る
植
民
地
は
母
闘
に
正

b
τ
は
支
出

の
似
泉
に
し
工
枚
入
山
り
狐
駄
に
非
す
、
(
ミ
ト
司
-
U
ふ
)
ご
は
、

ス
ミ
ス
が
-
-
-
各
杭
民
闘
が
共
的
杭
民
地
よ

b
受
付
制
付
ベ
き
此
H

説
的
利
盆
己
川
山
考
せ
る
も
山
-
仁
制
剖

L
て
下

L
た
る
叫
刷
業
仁

L
て
一
五
々
、
・
;
叉
其
の
(
旦
ミ

ス
の
)
研
究

ω粘
川
市
仁
依
れ
ば
、
組
民
則
伺
H
U
押
川
獅
占
に
依
!
り
て
牧
め
待
ぺ
し
ご
信
品
ぜ
ら
れ
た
る
利
舗
は
会
〈
誇

張
的
り
も
の
に
し

τ、
此
り
如
き
獅
-rH
は
会
慨
ご
し
て
は
事
ん
町
闘
に
損
失
一
を
興
ふ
る
も

ω
苦
言
ふ
を
符
ぺ

L
、

若
し

M
訓
話
幽
仁
し
て

Mm民
地
貿
易
を
自
由
に
放
任
し
た
ら
ん
に
は
、
夏
に
大
な
る
利
盆
を
受
け
得
た

る
な
る
べ
し
ご
号
一
一
ロ
ヘ
hJ
、(同氏・
M
4
0
7
H
F

宅
a
U
M
p
u
s
-

若
し
強

τ植
民
地
貿
易

ω獅
占
に
依

h
て
得
ら

る
べ
き
利
盆
な
る
も

ωゐ
k

リ
ご
せ
ば

一迫

μ
閥
内
に
於
り
る

一部

ω階
級
印
ち
斯
か
る
貿
易
品
山
製
造
家
及
植

民
地
貿
易
に
・
封
際
従
事
[
つ
、
あ
る
者
の
み
に
限
ら
る
べ
き
問
題
た
ち
、
闘
民
全
般
は
制
局
彼
等
的
一
利
盆
を
大

な
ら
し
め
ん
が
治
的
に
・
:
稲
々
の
不
利
盆
を
忍
ば
Y
る
可
か
ら

F
る
に
至
る
ご
論
中
(
h
S
N
K
W
H
V
E
U
1
R
-
u
、

以
上
は
数
授
が
λ

ミ
ス
の
一
訟
を
要
約
せ
る
前
紛
八
郎
も
「
現
在
植
民
地
山
餌
布
よ
ち
得
る
所
は
損
失
の
み
L
な
る

ス
ミ
ス
の
杭
民
地
却
に
刷
し
て
再
び
矢
内
原
敬
授
に
肱
ふ

l 苑

設

第
二
十
二
審

(
か
ニ
披
一
一
凹
七
)

担持論草i童書「入容量~--w)\!二五λ乃車ニ六ニ岡、



手匝

(
第
二
親
一
四
λ
)

説

ス
ミ
ス
白
柏
民
地
湘
酬
に
凶
L
て
再
び
矢
内
原
敬
授
に
臨
ふ

鈍
二
十
二
容

プミ

鮎
に
該
憶
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
予
は
λ

ミ
ス
の
所
訟
の
紹
介
の
順
序
ざ
し
て
、
教
授
ご
同
じ
〈
此

ω
鮎
を
先
づ

第
一
に
述
べ
て
ゐ
る
、
数
授
が
予
を
敬
授
の
所
消
F
を
以
て
山
俊
貼
正
な
す
ピ
の
批
評
は
全
然
正
憾
な
き
抗
日
比
花

で
あ
っ

τ、
数
授
が
予
の
所
説
の
僅
仁
一
小
'
間
分
的
み
を
見

τ嘗
ら

F
る
批
一
首
を
な
す
ご
言
へ
る
は
此
の
諦
ひ
で

あ
る

Q
次
に
予
は
左

ω如
〈
越
ぺ
た
o

「
以
上
嬰
越
せ
る
所
に
時
四
bJ
一1
之
を
剛
山
れ
ば
、
植
民
地
じ
劃
す
る
ス
ミ
ー
の
意
見
は
血
7

4

内
消
械
的
に

Lτ
、

従
来
植
民
地

ω餌
布
ド
射

L
て
期
待
せ
ら
れ
た
る
諸
問
仰
の
似
盆

ω
一
も
腎
現
せ
ら

μ
た
る
も
の
な
き
を
見
、

彼
11' 

「
帝
凶
の
支
持
に
掛

L
て
歳
入
上
に
も
兵
力
上
に
も
老
も
寄
奥
す
る
所
な
き
地
方
は
、
之
を
制
士
と

L
て
考
ふ
る
こ
己
協
は
争
、

-・・若

L
之
を
従
来

ω如
〈
に

L
て
鍛
縦
せ
ん
か
、

凡
u
t
p

、。ia
d刊
一
宮
下
、
j
d
H
Z
f壇
上
A
r
L

忍

t
h
A三
心
耳
孟
在

耐

mrこ
ご
な
(

L
て
却
て
英
大
の
技
用
を
要
せ
ん
、

故
に
今
日
は
貨
に
箱
政
者
並
に
附
民
が
従
来
憧
れ

っ
、
あ
り

L
此
的
黄
金
の
夢
を
質
現
せ

L
h
u
る
か
、
然
ら
す
ん
ば
此
の
夢
よ
・
0
自
ら
醒
む
る
ご
共
に
叉
闘
民
め

限
を
削
ま
す
べ
き
の
秋
な
ら
、
者

L
此
の
計
査
に

L
て
完
成
さ
る
べ
き
見
込
な

L
ご
せ
ば
、
官
[
〈
之
を
均
一
栄

一
五
々
」
。

せ

daる
べ
か
ら
中
」
(
L
a
N
A
-
5
7
H
F
E
む
u
A
M
M
)

拡
に
引
用
せ
る
句
は
岡
山
品
論
山
最
修
の
句
に
し
て
、

母
闘
が
植
民
地
の
飼
有
に
期
待
L
つ
、
、
あ
ら

L
利
盆
を
牧

む
る
こ
ご
施
は
す
正
せ
ば
、
之
を
放
楽
し

τ植
民
地
の
文
武
の
施
設
や
維
持
す
る
に
要
す
る
負
換
を
見
る
べ
き
こ

組i舟論議第十八をt;!，一蹴一六ニ乃官二六三百、1) 



E
を
提
言
し
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
予
が
此
的
場
合
に
此
の
句
を
引
用

L
た
る
所
以
は
、

ス
ミ
且
の
植
民
地
放
棄

に
闘
す
る
意
見
を
最
も
簡
明
に
約
言
し
て
居
る
正
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
、
句

F
L
f
は
附
常
論
的
段
絡
に
泣
か
る

、
も
、
ス
ミ
λ

の
植
民
地
放
築
設
を
窺
ふ
に
は
最
も
過
賞
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
予

ω
見
る
所
に
依
れ
ば
此
の
句
は

)

)

 

数
授

ω要
約
せ
る
B
並
に
ド
を
代
表

L
て
居
る
も
の
で
め
る
ご
考
へ
る
、
蓋

L
ス
ミ
旦
の
柿
民
地
放
楽
設
の
理
由

(

(

 
)

)

 

に
は
一
あ
ち
て
こ
な
く
B
も
F
も
結
局
同
一
執
を
反
他
言
明
せ
る
に
過
ぎ
泊
三
梢

L
て
吋
い
か
ら
で
め
る
.
ス
ミ

(

(

 

旦
の
論
訟
は
要
す
る
に
「
植
民
地
の
領
有
に
依
h
て
得
る
所
な
し
ご
せ
ば
L

「
之
を
放
楽
す
る
に
加
か
が
'
」
『
J
M川

L
之

を
放
楽
す
る
こ
ご
は
今
日
造
り
閥
係
上
国
民
は
承
諾
せ
き
る
べ
し
」
「
之
を
承
諾
せ
十
ご
せ
ば
従
来
の
政
策
を
改
h
u

る
こ
正
に
依
り
て
母
凶
が
椛
民
地
を
傾
有
せ
ん
ご
す
る
本
士
山
(
円
的
)
冷
県
倣
廿
ん
-
』
ご
に
努
む
べ
き
で
あ
る
」
(
予

の
「
植
民
地
傾
有

ω
目
的
を
達
成
せ
ん
こ
ど
に
好
む
べ
き
を
提
言
せ
ち
」
正
一
百
へ
る
は
此

ω事
を
指
す
も

ω一
で
あ

る
)
(
駐
)
「
然
る
に
者

L
之
も
不
可
能
な
b

Z
ゼ
ば
同
民
は
承
諾
せ
す
ご
L
植
民
地
を
放
裂
す
る
よ
り
他
は
な
い
」

正
云
ふ
に
在
る
、
而

Lτ
ス
ミ
ス
が
植
民
地
の
放
棄
を
反
種
再
一
百
し
た
る
所
以
の
も
の
は
、
植
民
地
股
楽
=
一
五
ふ

が
如
き
ニ
ビ
は
今
日
迄
的
欄
係
上
岡
民
は
到
底
承
諾
せ

F
る
川
、
し
ピ
考
へ
て
居
る
、
放
に
之
を
承
訪
せ
す
正
せ
ば

現
に
英
凶
り
苦
み
つ
一
、
ゐ
る
歳
入
増
加
の
目
的
も
途
せ
ら
れ
、
叉
各
地
の
半
踊
繁
栄
も
之
に
依
h
て
期
待
し
得
ぺ

)
 

量
抑
邦
組
織
に
改
L
U

べ
き
で
ゐ
る
、
(
此
の
貼
数
授
の
要
約
D
に
該
嘗
す
)
、
此
〈
言
へ
ば
世
人
戒
は
夫
れ
は
一
稲

(
 

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
正
評
す
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
は
決

L
て
今
日
迄
の
如
き
無
盆
且
つ
生
想
的
な
る
ユ

1
ト

ス
ミ
ス
の
植
民
地
翻
に
闘
し
て
百
円
び
矢
内
原
敬
授
に
臨
2
1
第
二
十
二
谷

手E

設

(
第
二
耕
一
四
九
)

J 
J 、

紐持論難~N十八告第一統二六五品、1) 



ス

ミ

λ

同
拙
民
地
砲
に
踊

L
て
山
叶
刊
日
欠
内
原
教
換
に
晦
p
d

郁
二
十
二
在

ピ
ア
の
判
明
ひ
で
は
な
い
え
換
言
せ
ば
、
『
耐
」

ω
一
山
寸
を
以
て
賀
行
せ
ん
正
欲
ゼ
ば
枇
で
賀
行
の
不
可
能
な
る
事
で

(
錨
二
批
一

E
O
)

兆

説

，、
pJ司

日
な
レ
正
云
』
立
が
言
外
に
合
ま
れ
て
居
る
己
予
は
解
す
る
の
で
あ
る
1

併
も
之
も
山
ほ
不
可
能
事
ピ

ιて
却

)

)

 

〈
る
時
に
は
結
局
前
に
越
ぺ
た
る
植
民
地
放
裂
の
他
に
採
る
べ
き
途
は
な
い
ピ
、
此
〈
R
D
共
に
宮
時
の
凶
民
に

(

(

 

)

)

 

は
何
れ
も
雄
端
正
考
へ
ら
る
、
な
ら
ん
も
、
D
よ
り
は
夏
に

B
を
同
民
は
到
底
承
訪
せ

F
る
べ
し
ご
思
惟
せ
る
が

(

(

 

)

)

 

放
に
、
(
辺
、
k
・4
0
7

口、日

γ=日)一中た(一量一一一回ひ挽
L
れ
ば
一
「
放
楽
す
る
か
L

二
「
放
楽
す
る
司
」
ご
は
好
ま
泊
で
あ
ら

(

(

 

ぅ
、
好
ま
ぬ
な
ら
ば
政
策
を
越
川
叩
る
よ
h
仙
に
方
法
は
な
V
が
ど
ー
か
」
一
ニ
「
夫
れ
も
出
来
ぬ
三
昌
ふ
な
ら
ば
矢
張

b
イ
ヤ
で
も
放
楽
す
る
よ
h
他
は
な
か
ら
う
」
宝
石
ふ
論
怯
を
以
て
、

λ

ミ
ー
は
寧
ん
こ
を
凶
民
に
深
〈
考
肱
せ

L
め
ん
ご
す
る
主
旨
よ
り
、
彼
等

ω最
も
反
謝
す
る
所
な
ら
ん
さ
考
へ
た
る
植
民
地
放
一
来
問
題
を
百
円

υ繰
h
越
し

て
言
へ
る
に
過
ぎ
ぬ
正
予
は
抑
附
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
詰
)

温

子
出
「
州
民
地
制

h
o
u的
を
治
成
せ
ん
ζ

と
に
部
も
べ
き
を
促
百
せ
り
』
と
言
へ
る
は
、
前
越

ω如
き
宮
山
に
於
て
な
せ
る
と
と
は
前
後
由

附
保
上
自
明
山
こ
と

h
Uじ
肘
た
る
に
、
教
授
は
『
舵
民
地
制
有
白
目
的
一
百
々
』
白
訪
山
側
々
加
者
『
細
川
内
政
命
研
究
』
中
山
一
立
た
る
「
抗
日
同
地

、、

制
有
山
口
川
的
」
れ
は
る

rMM引
と
一
致
せ
る
断
上
り
、
ム
此
ち
に
此
の
請
を
艇
へ
て
向
卒
中
に
予
の
列
題
し
た
る
円
的
心
何
札
に
銭
円
川
す
る
や
と
や
抗
川

世
帯
K
L
、
之
が
幼
め
に
武
川
な
る
『
論
集
』
山
口
約
内

r
H
E費
や
し
て
肘
ら
る
ミ
予
は
か
i

も
る
円
明
山
川
越
に
答
へ
ん
が
泊
め
に
本
市
絞
り
山
酬
を

相
却
す
る
こ
と
を
地
〈
る
山
崎
?
っ
制
帥
右
に
却
す
る
例
淀
な
る
べ
き
を
信

F
る
、
首
し
臨
明
か
る
怖
に
木
を
鈎
げ
る
が
加
を
釘
川
は
、
.
部
〈
は
他
に

、
.
、
、
.
.
.
 、.
.
 、
、
、
.
、
、
、

.

.
 、
.
.
 ‘
 

•• 

‘
 

••• 

之
を
提
旭
せ
ら
る
h

人
は
な
い

cぁ、
b
う
と
信

f
る
か
、
均
一
で
あ
る
、
唯
一
言
、
同
一
山
知
と
叫
も
民
白
川
珂
に
依
り
て
判
を
意
味
す
る
か

E
了
解

.
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

さ
れ
た

L
と
替
ふ
れ
ば
且
る
。

部博論叢第二十ーを郁削腕凹;q正幸町1、
向上弟十八>atf岳 部品二六五目劇団、
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数
授
は
「
ス
ミ
ス
は
自
言
。
且
司
包
司
の
形
に
於
て
ニ
簡
の
解
決
策
を
併
べ
て
提
出

L
が
』
仁
一
過
ぎ
ぬ

E
翻
ら
も

-
2

、

、

ふ
M

自
耳
包

q
a
q
の
形
に
於
て
ス
ミ
見
が
二
簡
の
方
策
を
提
言
せ
る
』
}
さ
は
、
阪
に
以
前
に
予
の
小
論
中

に
も
越
べ

τあ
る
、
郎
も
「
此

ω如
〈
し
て
ス
ミ
ー
は
現
在
の
椛
民
地
を
放
楽
し
て
同
闘
が
純
民
地
の
銭
的
に
年
々

負
ふ
所
の
負
躍
を
諮
る
、
か
い
若
〈
は
従
来
山
杭
民
地
に
相
到
す
る
政
策
を
麹
夏
す
る
か
、

る
べ
か
ら
A
Y
ご
な
し
・
一
五
々
」
ご
、
脈
問
題
は
教
授
に
依
れ
ば
「
二
簡
の
解
決
策
を
併
べ
て
提
起
し
た
レ
に
け
で
止

二
者
共
の
一
を
捧
ま
ざ

ま
る
の
下
あ
る
が
、
予
は
二
倍

ω解
決
策
を
併
〈
て
提
起
し
、
北
(
り
何
れ
を
採
用
す
る
か
は
岡
よ
り
蛍
時
の
錦
政

者
及
閥
民
の
白
山
判
断
に
委
副
る
よ
h
他
な
き
も
、

λ

ミ
λ

自
ら
ご
し
て
は
植
民
地
を
放
棄
す
る
よ
り
は
、
従
来

の
椛
民
地
に
謝
す
る
政
集
を
改
め
、

北

(ω
傾
有
を
級
副
制
す
る
こ
ご
の
方
に
半
ろ

H
E自
E
C
ロ
が
あ
っ
た
ご
解
す
る

の
で
あ
る
、
(
共
の
理
由
は
阪
に
前
岡
山
一
小
論
中
に
越
ぺ
泣
け
る
を
以
て
議
に
は
再
び
し
な
い
で
自
由
宝
義
の
皐

訟
に
立
脚
し

τ貿
易
の
自
由
・
純
憐
的
活
動
り
自
由
を
強
制
し
た
る
彼
が
楠
民
地
に
針
L
て
も
亦
秘
め

T

E古
色

な
る
考
へ
を
有

L
、
問
闘
り
閥
曾
に
杭
民
地
よ
h
代
議
員
を
選
出
せ
し
め
、
聯
邦
組
織
に
依
・
り
て
提
泌
を
持
続
せ

し
め
ん
ご
考
へ
た

b
正
解
す
る
守
)
吉
は
、
決
し
て
無
理
な
る
解
蒋
で
は
な
い
己
信
守
る
・
而
し
て
少
〈
正
も
予
が

且
ミ
λ

の
針
植
民
地
策
に
就
き

τ共
の
問
中
者
的
先
見

ω
明
に
服
す
る
ぷ
叩
も
亦
訟
に
在
る
の
で
あ
っ
て
、
宮
崎
の

人
々
に
は
一
日
仰
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
ピ
し
か
考
へ
ら
H
H

ぎ
り

L
助

ω
ス
ミ
ス
の
瑚
想
は
、
他
日
英
闘
を
し
て
他
闘
に
卒

先
し
て
自
治
植
民
地
を
認
め
し
り
る
に
至
っ
た
一
遠
因
ご
な
っ
た
己
見
ら
れ
必
こ
ご
も
な
い
か
ら
で
ゐ
る
、
岡
宮

誼

苑

ス
ミ
ス
心
杭
民
地
獅
に
附

L
て
叫
び
先
内
原
教
授
に
雌
ふ

T
b
二
部
一
五
一
)

第
二
十
二
各

一
六
五

担i舟皐論集1t阿世第二 ID}~二一九百、
組桝論叢車十八tiWー肱ご宍三目、
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苗と

施

ス
ミ
ス
山
杭
民
地
却
に
闘
L
て
川
び
矢
内
原
敬
授
に
臨
ふ

部
-
一
十
二
容

?4市
ニ
焼

ヨ王

) 

_. 
，、
，、

論
を
加
賀
仁
読
め
る
子
は
1

ミ
ス
内
設
を
此

f
解

L
て
疑
は
品
、
予
の
解
梓
が
子
、
、
ー
の
「
一
面
的

ω解
秤
」
に
過

ぎ
古
る
か
、
教
授

ω細
川
蒋
が
Z

ミ
ー
の
『
一
面
的

ω仰
蒋
」
に
池
宮
さ
る
か
は
、
後

ω岡
富
論
的
精
読
者
の
判
断
に

委
ぬ
る
こ
ピ
、
[
、
以
上
を
も
っ
て
大
要
第
二

ω論
駄
に
就
き
教
授
正
予
の
見
を
異
に
ゼ
る
駄
を
明
か
に

L
た
己

信
宇
る
が
、
数
授
の
議
論
は
北

(ω
鋒
銃
入
方
に
飛
び
‘
従
て
一
々
詳
細
に
之
に
肱
へ
ん
己
せ
ば
松
〈
は
本
論
議
の

全

μを
充
う
る
も
仰
は
足
ら
ぬ
で
ゐ
ら
う
、
放
に
予
は
比
較
的
不
必
要
己
認
め
ら
る
、
殺
授
の
州
灘
に
は
簡
間
半
に

お
答
へ
す
る
ニ
ピ
、
す
る
o

数
授
は
2

ミ
ー
が
州
民
地

ω
分
離
の
場
合
仁
も
結
令
的
場
合
に
も
共
の
積
極
的

ω
利
盆
ピ

L
て
は
白
山
貿
易
の

設
定
を
珠
山
州
し
た
に
過
ぎ
嗣
芭
説
明
せ
ら
る
、
も
、
是
文
明
hr
仁
説
ム
リ
で
ゐ
る
、

ス
ミ
ス
が
白
山
貿
易
凶
設
定
を

重
大
脱
し
た
る
こ
正
は
、
共

ωm字
詰
(
印
も
白
山
政
任

ω
山
中
説
)
の
閥
系

ω
必
然

ω
紡
川
端
で
あ
っ
て
、

ス
ミ
ス
己

一
五
へ
ば
庶
も
に
白
肉
貿
易
を
聯
想
せ

L
む
る
税
問
知
山
り
ニ
正
で
あ
る
、
併
L
ス
ミ
ー
は
品
川
川
問
的
付
制
令
的
場
合
に
は

自
由
貿
易
的
問
題
以
外
に
真
に
植
民
地
の
安
寧
幸
一
耐
を
増
進
せ
[
む
る
こ
芭
大
な

h
t
{
、
主
(
的
一
例
ご

[
τ
E

米
利
加

ω植
民
地
に
於
付
ゐ
布
害
純
益
な
る
議
派
的

ω守
ひ
を
指
制

ι、
合
併
に
依
り
て
其

ω弊
を
防
止
す
る
に

和
庁

hyur妙
U
酌
甘
い
」
ザ
昨

rhrmり
Lr脚
幻
仰
い
・
作
わ
叫
に
汁

υJぐ
い
仙
一
昨
U
L
r
伊

r
r、

和

叫

ん

γ
蛇
府
中
幽
げ

w
r
r

所
仁
於

τも
未
だ
知
ら
れ
門
戸
、
る
程
の
和
川
県
協
同
の
楽
み
を
享
(
る
で
め
ら
う
ど
越
べ
居

μ
る
ニ
芭
は
.
般
に
予
の

引
越
し
置
付
る
腕
な
る
に
、
か
、
る
勤
に
就
き

τは
数
授
は
素
泌

h
L
τ
全
然
注
意
を
排
は
れ
な
い
慌
で
め
る
、

組内，r;:~論 ~Hf~三世Jil凹腕11三n(;iI')審問、
組持論議官s三 l 告白，¥glJ抑五百、
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而
し

τ植
民
地

ω放
誕
結
合
何
れ
の
場
合
仁
於
一
ー
も
北
(
の
泊
料
的

ω利
盆
ど
し
て
は
凶
伎
の
1
7
携
、
前
格
的

ω利

益
正

Lτ
は
自
由
貿
H
却

ω設
定
を
漁
期
[
た
仁
過
ぎ
ぬ
ご
説
明
せ
ら
る
、
ヨ
}
己
は
、
品
制
使
ハ
二
一
一
一
日
ゾ
一
例
。
て
詳
せ
ば

『

λ

ミ
ス
に
制
到
し

τ決
[τ
充
分
に
忠
封
な
る
も

ω
ピ
言
ふ
そ
仰
な
い
L
。

EZA
に
致
授
は
「
ス
ミ
ス
は
楠
民
活
動

ω行
質
的
利
徒
ピ
、
植
民
地
似
有

ω形
式
的
利
ん
仙
の
問
問
、
:
乞
川
別

L
τ

、
、
、
、
、
、
、
、
... 
、
.
、
、
.
、
、
‘
.
、
、
、
.
、
‘
.
、

論
じ
た
、
此
山
知
吉
は
柿
民
地
を
以
〆
し
「
脱
倒
」
北
引
く
は
「
新
制
士
」
己
定
義
[
、
植
民
地
餌
引
の
見
地
よ
ち
植
民
間

胞
を
論
や
ら
る
、
山
本
博
士
に
於

t
は
興
味
な
き
都
賀
か
も
知
れ
な
い
い
が
、
私
は
子
、
、
ス
の
見
地
内
方
が
削
弔
問
的

、
白
、
、
、
‘
、
‘
.
、
.
、
、
、
、
、
白
、
.
、
.
、
、

川
畑
川
山
あ
る
も
の
ご
氾
ふ
、
例
じ
な
れ
ば
そ
は
州
民
州
内
九
を
以

τ本
川
聞
い
利
後
山
柏
崎
め
に
す
る
他
同
氏
又

μ
他
民
族

い
和
維
の
政
策
弘
る
立
場
よ
り
解
放

l
J
百々

L
ピ
辿
べ

τ居
ら
る
、
が
、
先
づ
第
一
仁
子
は
「
州
民
地
」
を
「
脱
側
」
若

〈
は
「
新
領
土
」
乙
定
義
寸
べ
き
で
ゐ
る
ピ
は
何
拠
に
も
言
明
し
て
印
刷
ら
日
刷
、
恥
今
日

ω
「
コ
ロ
ニ
ー
」
(
印
ち
一
一
般
に

「
植
民
地
L

又
は
「
殖
民
地
」
ぜ
詳
す
る
)
な
る
制
念
は
共
の
課
話
内
示
す
が
如
く
に
、
必
中

L
も
「
民
を
植
へ
る
に
ゾ
』

か
「
民
を
殖
や
す
」
地
方
正
副
ム
怠
昧
h
z

現
は
す
柏
崎
め
に
の
み
則
ひ
ら
れ
て
局
ら
泊
、
従
t
Eノ
ん
を
柿
民
地
(
州
民
地
)

z課
す
る
司
』
正
は
名
賀
相
酬
は
グ
る
戚
が
ゐ
る
、
放
に
強
ひ
て
評
判
仰
を
充
つ
る
正
せ
ば
、
「
机
民
地
」
ピ
制
ム
よ
hJ

は
英
詞
り
と
り
の
司
自
己
の
R
V
1
-
H
d
(
は
よ
な
司
耳
口
円
。
円
、
、

ω評
語
た
る
「
胤
傾
」
私
〈
は
「
新
側
土
」
ピ
緋
す
る
方
が
、

現
在
的
植
民
地
(
殖
民
地
)
ピ
稗
せ
ら
晶
、
も
の
、
異
意
に
近
レ
よ
う
に
思
は
品
、
三
一
日
ひ
し
迄
仁

τ、
名
は
質
的

賓
ピ
輔
僻
す
る
も
、
今
日
川
町
「
杭
民
地
」
又
は
「
殖
民
地
」
な
る
評
論
は
質

ω貨
で
吋
な
い
ピ
一
Z

ふ
ニ
ピ
含
明
か
に
せ
ん

苑

設

九

S

ス
曲
植
民
地
翻
に
制
し
て

H
U
長
内
原
敬
授
に
聴
ふ

(
外
ニ
統
一
五
=
一
)

第
二
十
ニ
巻

二ハ

t
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苑

苗と

ス
ミ
ス
由
植
民
地
視
に
幽
し
て
市
内
世
先
内
原
救
援
に
雌
ふ

第
二
十
二
巻

へ
第
二
鶴
一
五
回
)

一
六
八

が
骨
川
め
に
、
通
々
英
米
に
於
て
使
用
す
る
た
巴
与
宮
内
凶
向
日
可
ョ
又
は

2
2
2
庁
見
円
。
ミ
・
の
謀
説
ey
掲
げ
た
る
に
過

ぎ
泊
、
此
川
り
・
}
ピ
は
拙
著
「
航
民
政
策
研
究
」
に
一
一
瞥
を
典
へ
ら
れ
た
る
人
に
は
何
等
疑
鮎
の
作
し
な
い
所
で
あ
ら

う
ど

M
4
・
次
ド
λ

ミ
ー

ω見
方
の
切
干
問
的
問
削
雌
ゐ
ム
リ
ご
な
す
ご
石
口
ご
は
倒
よ

b
教
授
の
白
山
な
る
も
、
雌
夫
れ

仁
附
帯

Lτ
、
恰
も
子
炉
植
民
政
策
を
以
て
本
凶

ω
利
盆
山
銭
的
に
す
る
他
間
四
民
又
は
他
民
族
抗

#ω
政
策
な
り

ご
す
る
立
児
に
て
も
有
L
居
る
か
の
却
さ
誕
附
を
世
人
に
抱

hrLhu
る
成
れ
あ
る
殺
授
的
口
調
仁
は
、
有
池

L
雛

き
馳
が
あ
る
、
予
が
植
民
地
に
掛
し
て
如
何
な
る
意
見
を
有
す
る
や
は
、
乞
ふ
是
市
川
若
「
改
訂
柿
民
政
策
例
究
」

第
六
章
第
一
節
一
1
A
1
後
ノ
植
民
地
統
的
ノ
廿
抽
出
γ

」
を
一
政
せ
ら
れ
ん
こ
ピ
を
、
思
ひ
宇
ば
に
過
「
る

b
ぬ
ゐ
ら
ん
。

克
仁
又
予
が
「
子
、
ー
は
植
民
地
の
分
離
結
合
川
如
き
は
枇
て
芯
に
介
せ
A
Y
-

唯
白
山
貿
易
の
瓜
川
を
苫
へ
惟

立
せ
ば
足
b

夫

μ
以
外
に
何
等
秘
民
川
傾
有

ω日
的
合
法
成
ぜ
ん
-
』
ピ
を
主
張
せ
る
も
の
に
あ
ら
十
吉
一
五
ふ
が

如
き
ぬ
然
た
る
態
度
を
持
せ
し
ゃ
、

た
h

ツ
己
せ
ば
一
五
々
」
ど
言
へ
る
に
到
し
‘
品
棋
授
以
之
は
甚
だ
し
き
山
町
併
で
あ
る
ご
緋
解
[
一
て
居
ら
る
、
も
、
教
授

北川

L
放
授

ω
言
り
知
〈
に
ス
ミ
ス
は

慨
関
心
的
態
度
を
持
し

自
ら
「
ス
ミ
ス
は
州
民
地

ω友
誼
的
分
雌

ω場
合
に
も
向
山
貿
易
の
設
定
を
期
待
し
、
情
倒
的
結
合
的
場
合
に
も

そ
の
的
械
的
利
徒
三

ιて
は
白
山
貿
易
り
設
定
を
政
叫
し
た
、

-
伎
は

Z
に
も
か
(
に
も
白
山
貿
易
内
原
則

を
確
立
せ
ん
こ
ご
を
要
求
(
門

r
v
r
w
w
v
w町
昨
昨

r
一wr山
川
川
町

w
r
r山
闘
い
だ
い
げ

r
r
rド
山
さ

言
明
し
.
叉
λ

ミ
ス
以
日
空
庄
内
円
。
牛
耳
の
形
に
於
て
二
筒

ω解
決
策
「
結
合
か
股
棄
が
の

)ey
併
ぺ
て
提
出

L
た

組前満雄郁二 l ー笹第 f~Ll蹴凹七百、

維持串論集第三喜和山腕ii三耳、
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に
渇
ぎ
ぬ
さ
言
ひ

J

叫
戒
は
ス
ミ
ス
は
締
合
h
r
J

放
副
荒
川
二
筒
の

カ
ヨ
ぜ
明
白
け
る
や
は
之
ぞ
論
断
す
る
材
料
に
乏
し
い
が
断
言
さ
れ
て
居
る
で
は
な
い
か
、
郎
ち
之
b
J
L
一
吉
一
日
ひ
換
ふ
れ
ば

k
z
m
E山崎
山
〈

g
e
T
主
張
し
た
、
彼
が
そ
の
川
れ
に
主

杭
民
地
仁
就
き
て
は
唯
結
合
か
放
来
か
、

積
極
か
消
栂
か
、

印
か
乙

白
山
賀
H
仰山

E

川品川

ω
確
立
は
強
制
し
た
が

カ3

ご
の
二
方
訟
を
列
息
ー
だ
に
池
ぎ
凶
三
五
ふ
の
で
あ
る
、
是
れ
予
が
数
授
を
以
て
1

ミ
月
け
前
北
の
方
法
を

分
離
結
合
の
何
れ
に
決
す
る
ご
も
其

ω解
決
に
付
き
て
は
意
に
介
せ
十
、

郎
も
川
県
閥
心
の
態

列
壊
し
た
凶
み
壬
、

度
念
持
し
た
る
も
の
、
如
〈
に
解
す
る
ピ
一
吉
田
は
し
め
た
る
所
以
で
ゐ
る
、
以
上
の
数
授
内
言
よ
h
，
推
せ
ば
此
(
解

粋
古
る
、
こ
ご
は
必
中

L
も
処
理
で
は
な
い
、
併
I
A今
次
り
論
文
仁
依
、
り
て
教
授
円
ら
此
的
如
き
意
見
を
市
せ
す

ピ
修
正
せ

ιわ
れ
た
る
以
上
は
、
予
は
誌
に
之
を
再
び
附
執
す
る

ω必
要
一
彰
見
な
い
ヘ
唯
子
山
数
授
正
見
解
を
異
に

す
る
所
は
、
数
授
は
ス
ミ
ス
は
叩
か
乙
か
ご
の
提
案
を
柏
崎
し
た
に
地
吉
ぬ
ぜ
併
せ
ら
る
、
に
反
し
、
予
は
ス
ミ
λ

は
此

ω一
二
従
業
を
川
崎
し
っ
、
彼
自
ら
は
叩
集
(
結
合
案
)
に
寧
ろ
賛
成
し
印
刷
る
も

ω
、
如
(
に
思
は
晶
、
こ
ぜ
は
、

彼
山
著
書
中
各
所
に
誌
の
閃
き
が
見
へ
て
居
る
ご
一
五
ふ
に
在
る
o

数
授
日
予
が
う
ミ
ス
の
カ
説
せ
る
は
「
各
杭
民
闘
が
北
一
の
航
民
地
よ
り
得
る
所

ω特
別
の
利
盆
己
云
ム
鮎
に
花

ι
リ
」
ご
す
る
も
、
数
授
自
ら
は
仙
晶
玉
「
机
民
的
質
問
礼
的
利
盆
郎
、
ち
同
洲
を
一
闘
い
乙
見
て
杭
民
地
の
建
設
に
よ

h
て

oa 

得
る
一
般
的
利
盆
を
λ

ミ
ス
は
重
要
鵡
し
た
り
」
己
解
す
ご
説
明
せ
ら
る
、
も
、
是
亦
卑
見
に
劃
す
る
毅
授
一
流

向
白
山
削
川
開
で
あ
る
、
予
は
子
、
、
λ

が
円
由
貿
易

ω
見
地
よ
り
常
時
の
杭
民
地
的
紋
拙
四
十
制
剛
山
梨

L
た
る
怖
に
は
、

所
説
「
一
般
的
山
一
利
議
L

ご
云
ふ
こ
正
を
考
慮
し
た
る
事
は
之
を
躍
り
る
も
、
白
山
貿
易

ω問
題
以
外
仁
λ

ミ
ス
は

(
持
ニ
腕
一
五
五
)

ス
ミ

λ

の
粧
品
川
刷
酬
に
刷
し
て
科
び
矢
内
原
敬
授
に
臨
ふ

第
二
十
二
往

品t

苑

，、
:九

組関'¥【論集第四巷第二披二一.1t.耳、

同上二二五頁、
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ス
ミ
ス
心
純
民
地
視
に
附
し
て
同
び
矢
内
M
M
敬
授
に
雌
ふ

昌t

苑

弟
二
寸
一
一
谷

(
銘
一
一
横
一
百
円
)

七。

術
ほ
母
)
十
九
耐
刷
問
り
結
合
の
捕
ら
す
利
盆
な
る
も
の
、
別
に
ぶ
す
る
噂
一
ご
を
認
め
て
居
っ
た
さ
解
す
る
も
の

る
、
此
的
意
味
に
於
て
も
予
は
数
授
ω
解
明
仲
は
1

ミ
ー
の
説
的
一
一
師
側
に
過
ぎ
山
正
一
一
日
ふ
者
で
あ
る
。

で

あ

以
上
的
他
殺
授
は
州
中
間
上
ω
議
論
ピ
一
五
ふ
よ
b
は
鉛
末
な
る
「
言
葉

M
」
(
致
授
ω
所
甜
)
な
る
も
ω
、
斜
め
に
、

川岨々
ι

屯
鬼
石
火
の
論
を
縛
し
て
居
ら
る
、
、

自

0
2
へE
ミ
E
K
、
。
h
号
、
N
Z
H
E
H
h
a
Q守
EN
とへ-

其
ω
一
例
正
し
て
晶
君
3
仁
敬
川
町
が
ポ
!
ナ
ー
の
t
o
z
巨
一
己
』
2
E

三
五
へ
る
一
一
耳
目
を
引

m
Lて
ス
ミ
ス
を
闘
際
主
義
者
ご
評
し
た
る
よ
b
M

予
は
ポ

l
ナ
1
H
A
数
日
世
ω
見
る
所
ピ
回
出
な

h
.

ユ
ミ
ス
は
就
れ
か
ご
一
五
へ
ば
h
R
M
V
R
N
H
E
C
H
N
h
司
、
内
分
子
を
よ
り
多
〈
布

す
ピ
の
謹
を
言
ひ
衣
は
苫
ん
が
縛
め
に
、
事
ろ
褒
幽
的
R
R
M
V
之
、
.
ミ
R
ニ
内
熱
誠
に
充
工
品
目
れ
仰
の
山
学
者
で
あ
る
い
]
ピ

詳
し
た
る
に
、
数
授
は
庇
も
に
之
を
拠
へ
て
安
閥
的
な
ゐ
掛
川
山
υ
内
科
は
明
確
な
ら
や
、
「
「

F
山
間

vrm松
町
川

rrω

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
.
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
.
、
冶

逃
げ
込
み
場
所
で
わ
る
」
ご
ジ
ョ
ン

y
ン
ド
言
っ
た
ご
い
ふ
一
五
々
旬
、
」
山
必
を
以

τ肱
酬
さ
れ
、

之
が
雌
維
の
鴻
め

に
約
一
二
日
を
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